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令和５年 12 月 22 日発行  

自分の「道」を自分の力で歩けるように          校長 須藤 泰司 
最近の冬は、静かに近づいてくるというよりは「冬だ、雪だー！」と人を脅かしながら勇まし 

くやってくるように感じられます。令和 5 年も間もなく終わりとなります。地域、保護者の皆
様、今年一年大変お世話になりました。 
 
桜咲く入学式、赤坂山の緑を駆け抜けた校内駅伝大会が遠く感じられる春から、1 年生たちは 

大きく大きく成長しました。部活動、最後の大会と決心し、全力を出し切った 3 年生たち。コロ
ナ禍、声を出し躍り肩をたたき合い、全員で創り上げる盛大な体育祭を復活させました。完全燃
焼したことで、自分が進むべき道を見つけ、今必死に最後の仕上げに取り組んでいます。後輩の
手助けをし、先輩たちを精一杯盛り上げてきた 2 年生たち。3 年生たちからの引継ぎを受けなが
ら、次第に次年度のリーダーとなる自覚がみなぎってきました。お互いの良さを見つけ、良さを
高め合ってきた、大成長の 9 か月間でした。 
 
年末には毎年、「今年の一文字」が話題となります。日 

本全体を眺めて、あるいは世界とのかかわりも含めてどん 
な一年だったかが思い出されます。今年の一文字は「税」 
と発表されました。円安、燃料原料の高騰、物価高から増 
税だったこと、また人々の生活を支援するために期待され 
た減税策など、税金についての関心が高かったからと予想 
されます。私自身を振り返ると、「道」という漢字が思い 
浮かびます。毎朝校門をくぐる生徒たちを見ているからで 
しょうか。「今日もがんばってきたね」と家から送られ歩いてきた一人一人のその「道」を想像
するからかもしれません。暑い日も寒い日も、眠いなぁと思う日も、みんな元気に自分の道を踏
みしめて学校に来た、それは大変尊いことと感謝しています。私は、教職生活 30 数年を越えた
くさんの勤務校を経て、今、第三中学校にたどり着きました。私の道は三中につながっていまし
た。赴任先は自分で決められるものではありません。なにがしかの運命に導かれたのだと思って
います。導かれたことへの感謝は、三中生が自らの人生をたくましく切り開き、自分自身の「道」
を歩めるよう力を尽くすことで、お返しするのだと思います。教育は何よりも教職員が生徒と共
に歩む道。生徒たちのためにと、必死で授業の準備をし、生徒たちに寄り添い、話を聞き時には
諭し、子供たちの笑顔やがんばる姿に元気をもらいながら過ごしてきた日々。教職員、みんなで
助け合って歩んできた教育の「道」。歩みながら生徒たちからたくさんの感動をもらいました。
保護者・地域の皆さんに背中を押していただいた「道」でもあります。ありがとうございました。 
「共感」を掲げた後期の教育活動。「他者の思いに気付き、寄り添える人になってほしい」と願 
いをかけました。それには、想像力を豊かにする必要があることも伝えました。生徒のいくつか
のエピソードが私にも聞こえてきました。～自分が何気なく言った言葉が、友達にとって教室を
辛いと感じる場所にしてしまったことを知り、自分のしたことの愚かさに気が付いた。心の底か
ら謝った。～あることがきっかけで疎遠になってしまった友達がいた。前のような関係を取り戻
したいと、自分の気持ちを相手に伝えた。相手も、そう思っていてくれた。～ 
教室は失敗をする場所だ。失敗から学び、立ち上がる。そうやって人は成長をする。まさに、 

仲間との関係の中で悩みながらも思いを伝えあい、成長し合っていく中学生の姿がありました。
生徒たちの成長が、何よりもうれしい。そう実感できた令和 5 年の年の瀬です。 
 生徒たちは精一杯各々の道を躓きながら、時には転びながら、仲間と励まし合いながら歩いて
きました。そして、今後も歩いていきます。どうぞ、生徒たちに惜しみない声援をお願いいたし
ます。地域・保護者の皆様には、たくさんのご支援をいただきました。令和 6 年も、どうぞ第三
中学校の教育活動に深いご理解さらなる温かいご支援をいただけますよう、よろしくお願いい
たします。 



上越地区中学校新人女子テニス大会  
 団体 ２位 県大会（12/23 小千谷市開催）出場 
 
新潟県中学校新人男子テニス大会 
 団体 1 回戦敗退 
 
新潟県中学校新人卓球大会 
 ２年男子の部 丸山 ベスト 16 
 ２年女子の部 桑原 ２回戦敗退 
 
新潟県中越教育美術展 

銅賞 池田 渡辺 歌代 
佳作 古井丸 茂田井 阿部 髙橋 土田 出澤 
   大塚 新沢 新堂 土田 舟山 山浦 

歯と口の健康に関するポスター・標語コンクール 
【ポスターの部】銀賞 畠山 佳作 土田 新堂 
【標語の部】佳作 品川 

学年を超えて協力！ 

  

 
 
 

毎年 12 月上旬は法務省が定めた「人権週間」となっています。 
これに合わせて、第三中学校では例年 11 月下旬から 12月上旬を「人権教育強調期間」として、授業だけでなく、

講演会やレクリエーションなどを通じて、「自分も他の人も大切にする」人権意識向上を目指して取り組んでいます。
その取組の一部を紹介します。 

同和問題を考える授業 
 新潟県同和教育研究会が作成した副読本「生きるⅣ」を使用して、同和問題に関わる学習を進めました。各学年
３時間の授業を行い、同和問題についての正しい理解を深め、差別に対する不合理さに気付き、差別解決に向け
た取組について考えました。12 月５日は、全校一斉に授業を行い、三中校区小学校の先生方からも参観いただき
ました。 

人権に関する講演会 
＜１年生＞ 
 12 月７日に人権擁護委員の滝沢郁子様をお迎えして、「いじめ」をテーマ 
として、講演会を行いました。エピソードをもとに、生徒同士での話し合い    1 年生の話し合いの様子 
の場面では、活発に意見交換がされていました。            
＜３年生＞ 
 11 月 30 日に新潟産業大学の蓮池薫様をお迎えして、「拉致問題と人権」を 
テーマに講演会を行いました。生徒は「拉致」という卑劣な行為への怒りを 
もちながら、自分たちができることを真剣に考えました。 

  ※２年生は、10月に戦争に関わる講演会を実施し、人権について考えを深めました。  真剣に話を聞く３年生 

全校レクリエーション 
 12月7日の昼休みに生徒会本部主催で、全校の縦のつながりを作ることを目的に、 
レクリエーションを行いました。学年を超えた班の中で協力し合い、笑顔があふれ、 
歓声が上がる楽しい会となっていました。                                          

＜＜三中生の活躍！＞＞ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＝これからの予定＝ 
＜１月＞  

１日(月) 
５日(金) 
９日(火) 

１０日(水) 
１１日(木) 
１２日(金) 
１５日(月) 
１６日(火) 
１８日(木) 

 
元日 閉庁日（～1/3） 
口座引落日 
休業後集会 マインドチェック 清掃あり 
新清掃分担 鳴海会リーダー研修 
２年生学年PTA 1,2年生PTA役員選考会 
生徒総会議案審議（5，6限） 
校内書初め展示(～1/31) 
生徒朝会 
鳴海会リーダー研修  

２２日(月) 
２３日(火) 
２４日(水) 
２５日(木) 
２６日(金) 
 
３１日(水) 
＜２月＞ 
 １日(木） 

代議員会 
全校朝会 ３年三者面談 
３年三者面談 鳴海会リーダー研修 
３年三者面談 
入学説明会・体験入学 鳴海会 
部活動休止（～2/1） 
定期テストⅣ 
 
定期テストⅣ 

人権教育強調期間 


